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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

蛋白質が機能を発現するためには、固有の立体構造の折りたたまれる必要がある。折りたたまれるこ

とにより獲得される物性が、蛋白質と単なるポリペプチドとの違いをもたらしていると期待される。

我々は黄色ブドウ球菌核酸分解酵素（SNase）を用いて、生理的条件下では折りたたまれていないが

酵素活性を有する変異体（Δ137-149）の作製に成功している。Δ137-149は、天然変性蛋白質のモデ

ル系とみなすこともできる。野生型(折りたたまれている)とΔ137-149 (折りたたまれていない) を用

いて、蛋白質ダイナミクスに対する構造状態の効果を中性子散乱により調べた。野生型とΔ137-149

の水和試料および脱水和試料について、異なるエネルギー分解能の分光器4台を用いて、中性子非干

渉性散乱実験を様々な温度で行い、平均二乗変位(MSD)の温度依存性を求めた。4nsの分解能では、水

和試料に対して、MSDの温度依存性に構造状態による差はほとんど観ることができなかったが、脱水

和試料については明確な差が見出された。脱水和試料では、140Kにのみ動力学転移が見られる。転移

後のMSDの増加率はΔ137-149の方が大きく、折り畳みによって蛋白質が硬くなることが示される。水

和試料では、新たに240Kに転移が生じるが、構造状態には依存しない。しかし、分解能400psの分光

器でのみ、系統的に構造状態による差が見出された。以上の結果、生理的条件下での蛋白質の動力学

は、主に水和水に支配されているが、動力学の階層性は構造状態に依存することが明らかになった。
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